












































　それから 80 年代、90 年代には、小中高の学校と大学の学科での日本語教育
ブームが起きました。だから、オーストラリアでの小学校、高校、そして大学レ
ベルを含む日本語学習者は、1990年には 6万人だったけれども、1993年には
18 万人。そして、1998 年には 30 万人まで上がって、その後は、その数は定


























































までに 3年生から 10年生まで、すべてのオーストラリアの学生が LOTE、外国














































































レベッカ・スーター Rebecca Suter 
シドニー大学 The University of Sydney 
1) オセアニア地域（特にオーストラリア）の日本語教育の政策や学習者動向
1917 年 シドニー大学日本語学科設立 




スインバン工科大学は 1969  
1970 年代  中学校・高校に日本語を導入 
アジア研究コーディネイド委員会（the Asian Studies Coordinating Committee） 
カリキュラム開発センター（Curriculum Development Centre） 
日本語教科書のシリーズ、アンソニー・アルフォンソ（Anthony Alfonso）監修 
1978 年、豪州日本研究学会（Japanese Studies Association of Australia）設立 
1980 年代〜1990 年代  日本語教育ブーム 
全国の日本語学習者 
1990 年：6万人 
1993 年：18 万人 





 1987 年：「言語に関する国家政策」“National Policy on Languages”(NPL)  
 1992 年：「オーストラリア言語・リテラシー政策」“Australian Language and 
Literacy Policy” (ALLP) 
 1994 年：「アジア言語とオーストラリア経済の未来」報告書“Asian Languages and 
Australia’s Economic Future” report、「オーストラリア教育機関でのアジア言語
と学習」政策 “National Asian Languages and Studies in Australian Schools 
(NALSAS)” policy 
 2012：「アジア言語のリテラシーについてのケリーの報告書」Kerry Report on Asian 
literacy in Australia、「アジア世紀の中のオーストラリア」“Australia in the 
Asian Century” White Paper 
 
２）シドニー大学言語文化研究学院 Sydney University School of Languages and 
Cultures  
 
日本研究学科 Japanese Studies Department 
 
言語プログラム 










３）人文科学学部課程・言語専攻 Bachelor of Arts (Languages) 
 
 高等学校修了認定試験（HSC）の最終成績（ATAR）で最低 98.5％を取る必要があり
Bachelor of Arts の ATAR 一般値は 80％） 
 外国語習得に力を入れ、幅広い人文学教育を提供している 
 専攻する言語の国に最低一学期間、最大一年間留学することが必修 
 留学生活を通じてユニークな経験の積み、言語能力と文化理解を深める貴重な機会 
 
４）ダブルディグリー・プログラムへの展望 
 
BA (languages)と立教大学の異文化コミュニケーション・カレッジとの間での 4年間を通し
たダブルディグリー 
 
 両機関に正式入学 
 一年目と四年目はホーム機関で学ぶ 
 二年目と三年目はホスト機関で学ぶ 
 ホーム機関に学費を払い、ホスト機関へ払わない 
 立教とシドニーの学生はそれぞれの機関からダブルディグリーとして二つ学位が授与 
